
2018 年度 秋学期 定期試験問題 

科目：ミクロ経済学 
2019 年 1 月施行  担当：畑農鋭矢  持込：不可 

注意：5 問中 4 問を選択して解答すること（5 問解答した場合は最高点を評価から除く）。 
 
第 1 問 
 合理的な消費者が 2 つの財の間の意思決定に直面しているものとする。第 1 財の価格を p、消費量を

x、第 2 財の価格を q、消費量を y、予算を M とする。以下の設問に答えなさい。 
① この消費者の予算制約式を書きなさい。（5 点） 
② x を横軸、y を縦軸として、予算線を図示しなさい。（5 点） 
③ 予算を使い切るものとして、この消費者は 2 財の消費量をどのように決めると考えられるか。①の図

に無差別曲線を足して図示しなさい。（5 点） 
④ p が上昇すると、消費者の意思決定にどのような変化が生じるか。図示して説明しなさい。（5 点） 
⑤ 上記④の変化を所得効果と代替効果に分けて図示し、簡潔に説明しなさい。（5 点） 
 
第 2 問 
 米価支持政策における消費者余剰、生産者余剰、政府による補助、死荷重損失，社会的余剰を図示しな

さい。（各 5 点計 25 点） 
 
第 3 問 
 以下の用語の意味を簡潔に説明しなさい。（各 5 点・計 25 点） 
  ①機会費用   ②機会集合   ③外部性   ④価格弾力性   5)限界効用逓減の法則 
 
第 4 問 
 あるラーメン店のラーメン 1 杯あたりの価格が P のとき、以下の

設問に答えなさい（図示すること）。 
① このラーメン店の需要曲線が右図のように描けるとき、収入を図

示しなさい。（5 点） 
② 店の経営者は価格を上げるかどうかで迷っている。価格を上げな

い方がよいのは、どのようなケースか。（10 点） 
③ 隣にラーメン・チェーン店が開店した。このラーメン店には、ど

のような影響があると考えられるか。（10 点） 
 
第 5 問 
寄付点（x）を 0～10 の整数で記しなさい。 

【注意】この問を選択した場合、参加者の解答を基に行うゲームの結果により各自の点数が決定される。

ゲームの内容をよく理解し、熟慮の上で自らの責任において選択すること。なお、試験中にゲー

ムの内容に関する質問は受け付けない。 
【ゲームの内容】 
1) 各参加者（この問の選択者）の当初の持ち点は 10 点である。 
2) 参加者は共同基金に寄付する点（x：寄付点）を決定する。 
3) 各自の持ち点から寄付点を除いた点数 10 x が寄付後の各自の持ち点となる。 
4) 寄付点（x）の参加者平均（X）を 2 倍した得点（2X）が参加者に与えられる。 
5) 最終的な獲得点数は 10 x+2X となる。Good Luck!! 

需要量（杯）

価
格

P


